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論文内容の要旨
[目的]
尿量の極端に低下した長期透析患者の勝脱は腸脱容量が低下しており，廃用性萎縮を呈していると推定されてきたが，
病態は不明である。本研究は廃用性萎縮勝脱の勝脱機能上の特色を明らかにするとともに，その原因について生理学的な
らびに病理学的に検討することを目的とした。
[方法ならびに成績]
1.腎移植前の透析患者で，特に神経因性跨脱および間質性勝脱炎の既往を有しない患者39名に勝脱内圧測定を施行し跨
脱容量とコンプライアンスを求めた。勝脱容量の平均(士 S D) は 112 ::t 69m 1 と低下しており， 71%の患者に40m1/cm
H20 以下の低コンブライアンス勝脱を認めた。
2. 腎移植手術中に採取した勝脱体部の筋切片を用いて次の実験をおこなった。
Magnus 法により筋切片が収縮を起こすカルパコールの最低濃度を測定した。対象群8例では1例が1O- 6 Mであり，他の7
例では1O- 7 Mであった。透析患者の筋切片では7例全例が1O- 7Mであり，コリン受容体の感受性には廃用性萎縮の影響を
認めなかった。
筋切片の自動収縮を完全に抑制するイソプロテレノールの最低濃度を測定した。対照群の2例では1O- 7 Mであり，透析
群の6例は1O- 7 Mから1O- 5 M以上まで分布した。ついで，経壁電気刺激による筋切片の収縮に対するイソプロテレノール
の抑制反応を， 8{JIJの透析群と 2{JIJの対照群で測定した。一日尿量と抑制反応の ED50値の相関係数はO. 78であった。以上
の結果から尿量の低下に応じた β-受容体の感受性の低下を認めた。
3. 腎移植手術中に採取した17{JIJの勝脱体部壁をアザン・マロリーにて染色，病理学的変化の検索をおこなった。筋層の
萎縮を47.1%に，また繊維化を52.9%に認めた。透析歴が長く，一日尿量の低下の著しい症例には筋層の萎縮を認めたが，
線維化と一日尿量，透析歴との間には明らかな関連性を認めなかった。
[総括]
透析患者に対しておこなった勝脱内圧測定では一日尿量の低下に応じて，低容量，低コンプライアンスを示した。病理
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学的にも一日尿量の低下した症例では，筋層の萎縮が高頻度に認められたが，一日尿量と線維化との関連性はなかった。
生理学的には，コリン受容体の感受性には変化を認めなかったが，一日尿量の低下と β-受容体の感受性の低下との聞に相
関性を認めた。
以上により，廃用性萎縮勝脱では筋層の萎縮が特徴的であり，低容量，低コンプライアンスの原因として， β，受容体の
感受性低下が示された。
論文審査の結果の要旨
透析患者にみられる廃用性萎縮勝目光の機能を知ることを目的として，生理学的および形態学的検索を加えた。
具体的には，透析患者の勝脱容量とコンプライアンスを求めた後，腎移植術中に得られた膝枕体部筋切片を用いて，
rv1agnus、法にもとづき，カルパコールおよびイソプロテレノールに対する感受性を求め，またアザン・マロリー染色にて，
筋層の変化について形態学的観察を加えた。
透析患者における廃用性萎縮勝脱は低容量，低コンプライアンスを呈しており，勝脱体部筋切片のカルパコールに対す
る感受性には変化を認めず，筋切片の収縮に対するイソプロテレノールの抑制反応が不十分であった。形態学的には長期
透析かっ尿量低下の著しい症例に筋層の萎縮を認めた。
本研究は廃用性萎縮勝脱が低容量，低コンプライアンスに陥っていることを示し，原因が筋層の萎縮と，それに伴った
β- 受容体の感受性の変化によるものであることを証明したものであり，学位論文に価する。
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